
 令和６年度予算額 千円
（前年度予算額 千円）

新 宿 区

『 新 宿 力 』 で 創 造 す る
令 和 ６ 年 第 １ 回 区 議 会 定 例 会
新 宿 区 長 定 例 記 者 会 見 資 料

やすらぎとにぎわいのまち新宿
令 和 6 年 2 月 2 日

取 材 先 福祉部地域福祉課長　稲川　（電話 03-5273-4170）

事 業 名

予 算 額
1,667

(拡充）
5,488

福祉避難所の充実と体制強化

区における要配慮者の

防災対策の最重要課題は、

災害関連死をなくすことです。

【新規】高齢者や障害者を対象とした

福祉防災の充実事業の実施
【 予算額：3,558千円 】

要配慮者災害用セルフプラン
【 予算額：1,390千円 】

「要配慮者災害用セルフプラン」の

各様式（3種類）を対象者へ送付しています。

新たに以下のいずれかに該当することとなった方

高齢者施設４所、障害者施設３所の計７所

（通所系の高齢・障害の施設）

令和６年度

概要 ◎ 施設毎の特性に応じた調整

◎ 図上演習、ワークショップの開催

◎ 福祉避難所の開設運営訓練の実施

◎ 福祉避難所開設キット・報告書の作成

福祉避難所

６９ 所

（令和５年１２月１日現在）

対象者

●要介護度３以上の方

●身体障害者手帳２級以上の方

●愛の手帳２度以上の方

●災害時要援護者名簿登録者の方

【最重要課題】

災害関連死を

なくす

【モデル実施】

高齢者や障害者を

対象とした福祉防災の充実

etc.

要配慮者災害用

セルフプラン

福祉避難所への

備蓄物資の配備

障害・介護サービス

事業者との連携

災害時要援護者

名簿登録

災害に強い、逃げないですむ

安全なまちをめざします。

災害に強い体制づくり

福祉避難所の充実と体制強化を図ります

携帯用あんしん手帳

（A7版冊子）

おねがいカード

（A4両面版）

セルフプラン自宅保存用

◎備蓄物資の配備

◎備蓄物資の計画的な更新

特に重要な取組み

災害時における要配慮者の安心できる体制を目指すための取組み

福祉避難所への

備蓄物資の配備
【 予算額：540千円 】

◎ 障害・介護サービス事業者との「災害時における協力体制に関する協定」締結連携

◎ 区状況を踏まえた「新宿ケアカレッジ」のBCPに関する研修実施啓発

◎ 障害・介護サービス事業者や当事者保護者との意見交換会の開催検討

普段サービスを提供している事業者が、災害時も高齢者・障害者の生活を支えます。


